
総
務
部
長

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
ふ

ま
え
執
行
部
と
し
て
当
初
、固
定
ル
ー

ト
方
式
を
提
示
し
、そ
の
後
、
大
宮

地
域
の
ア
ク
セ
ス
等
を
加
え
た
要
望

等
が
議
員
各
位
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
組
み
込
ん
で
の
今
回
の
試
行

運
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。あ
と
し
ば
ら

く
の
間
、試
行
を
続
け
た
な
か
で
、あ

る
程
度
の
総
括
、
あ
る
い
は
検
証
が

で
き
る
段
階
で
検
討
す
べ
き
も
の
と

い
う
ふ
う
に
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

ＮＯ.１０３
２００６年１０月
日本共産党大宮支部
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日本共産党・金子卓議員

市
民
バ
ス
が
運
行
を
開
始
し
ま
し

た
。大
宮
地
域
に
と
っ
て
は
２
０
年
来

の
要
望
で
す
が
、
現
在
の
市
民
バ
ス

に
対
し
て
、「
バ
ス
停
が
遠
く
、と
て
も

利
用
で
き
な
い
」
と
大
き
な
不
満
の

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
金
子
議
員
は
第
３

回
定
例
議
会
の
一
般
質
問
で
、市
民

バ
ス
に
つ
い
て
質
問
、デ
マ
ン
ド
型
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
方
式
の
早
期
採
用

を
求
め
ま
し
た
。

金
子
議
員

大
宮
４
コ
ー
ス
の
７
月

の
利
用
者
は
、
市
内
循
環
交
通
シ
ス

テ
ム
基
本
計
画
で
想
定
し
た
約
７
分

の
１
と
い
う
状
況
で
す
。利
用
低
調
の

大
宮
地
域
の
市
民
バ
ス
の
実
態
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
見
解

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
部
長

市
民
バ
ス
は
市
全
体

で
８
月
末
ま
で
に
３
０
日
間
運
行
し

て
延
べ
５
４
４
３
人
、一
日
当
た
り
１

７
０
人
の
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。大

宮
地
域
で
み
る
と
、７
月
は
延
９
５

人
、一
日
当
た
り
１
０
・
５
人
の
利
用
。

８
月
は
２
３
日
間
で
延
２
８
９
人
、１

日
当
た
り
１
２
・
５
人
の
利
用
で
す
。

大
宮
地
域
は
他
の
地
域
と
比
較
し

て
利
用
者
が
少
な
い
要
因
と
し
て
、

運
行
開
始
し
て
間
も
な
い
こ
と
な
ど
、

利
用
方
法
等
が
十
分
理
解
さ
れ
て

世
界
の
声
に
背
い
て

北
朝
鮮
が
核
実
験
の
暴
挙

世
界
が
協
力
し
て
、
平
和
的
外
交
的
解
決
を

〈
志
位
委
員
長
が
談
話
〉

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
１
０
月
９
日
、
記
者
会

見
で
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
き
び
し
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
世
界

が
一
致
協
力
し
て
平
和
的
・
外
交
的
解
決
に
つ
と
め
る
よ
う
求
め
る

談
話
を
発
表
し
ま
し
た
。
１
４
日
の
国
連
安
保
理
事
会
は
、
非
軍

事
に
よ
る
問
題
の
解
決
を
求
め
る
決
議
を
全
会
一
致
で
採
択
。
平

和
解
決
を
め
ざ
す
世
界
の
意
思
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
バ
ス
の
利
用
実
態

（
大
宮
地
域
）

い
な
い
こ
と
も
ひ
と
つ
の
事
実
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
利
用

拡
大
を
は
か
る
べ
く
Ｐ
Ｒ
を
し
、ま
た

改
善
を
加
え
な
が
ら
市
民
の
方
々
に

利
用
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

金
子
議
員

市
の
基
本
計
画
で
は
、

「
全
て
の
人
が
利
用
可
能
な
シ
ス
テ
ム

と
す
る
」を
前
提
条
件
の
第
一
に
あ

げ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
各
地
で
実
証
済
み
の「
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
方
式
」の
採
用

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
ま
で
の
間
、

市
民
バ
ス
は
、「
バ
ス
停
の
設
置
」「
運

行
コ
ー
ス
の
改
善
」
等
の
早
急
な
対

応
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

市
長

改
善
策
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
を

集
約
し
て
、
利
便
性
の
向
上
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、
運

行
方
針
に
つ
い
て
は
、
運
行
開
始
以

来
ま
だ
短
い
期
間
で
あ
る
の
で
、
利

用
者
の
ご
意
見
を
十
分
検
討
し
対

処
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

金
子
議
員

交
通
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
方
は
、
通
院
目
的
の
方
は
身
体

の
調
子
の
悪
い
方
で
あ
り
、
買
物
目

的
の
方
は
重
い
買
物
袋
を
持
っ
て
い

ま
す
。雨
も
降
り
ま
す
。利
用
者
の
立

場
に
立
つ
な
ら
ば
、固
定
ル
ー
ト
型
の

交
通
シ
ス
テ
ム
で
な
く
デ
マ
ン
ド
型

交
通
シ
ス
テ
ム
の
採
用
を
真
剣
に
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
民
バ
ス
の
改
善
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
方
式
の

早
期
採
用

金
子
議
員
の
再
質
問

ち
の
放
課
後
の
生
活
の
場
で
あ
る
学

童
保
育
を
市
の
責
任
で
全
て
の
小
学

校
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

保
健
福
祉
部
長

現
在
、市
内
の
学

校
施
設
等
で
実
施
し
て
い
る
学
童
保

育
は
、大
場
小
・
山
方
小
・
長
倉
小
で

す
。そ
れ
以
外
は
保
育
所
等
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
学
童
保
育
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
安
全
等
を
考

え
る
と
学
校
内
で
の
実
施
が
最
も
利

用
し
や
す
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

運
営
方
法
・
設
備
等
に
課
題
も
あ

る
の
で
、
今
後
の
国
の
動
向
等
を
ふ

ま
え
、各
学
校
施
設
の
余
裕
教
室
を

活
用
し
て
の
実
施
に
つ
い
て
、余
裕
教

室
の
な
い
学
校
は
学
校
敷
地
内
へ
の

専
用
施
設
の
整
備
も
含
め
て
、
教
育

委
員
会
と
の
連
携
・
調
整
を
は
か
り

な
が
ら
、
保
護
者
の
学
童
保
育
の
実

施
要
望
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

金
子
議
員

共
働
き
、
母
子
・
父
子

家
庭
が
増
え
、「
働
く
こ
と
と
子
育

て
を
両
立
し
た
い
」
と
の
願
い
が
広

が
り
、「
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
学
童
保
育
が
ほ
し
い
」
と
い
う

声
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。今
後
、働
く
親
を
持
つ
子
ど
も
た

全
て
の
小
学
校
に

市
の
責
任
で
学
童
保
育
を

（デマンド型）

改選後初めての定例議会で金子議員が要求

７月 ８月
運行日数（）内は温泉施設 ９日 ２３日（４日）
大宮地域 95 289
山方地域 239 708
山方総合支所⇔市役所 18 79
美和地域 468 1,163
美和総合支所⇔市役所 55 160
緒川地域 335 727
緒川総合支所⇔市役所 94 252
御前山地域 239 447
御前山総合支所⇔市役所 8 67
温泉施設循環コース - 49

合 計 1,551 3,941

市
民
バ
ス
利
用
状
況

※
利
用
者
数
は
延
べ
人
数

企
画
課
資
料
よ
り

月
５
日
か
ら

第
４
回
定
例
議
会

第
４
回
定
例
議
会
は
１
２
月
５

日
か
ら
１
９
日
ま
で
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
請
願
・
陳
情
は
、
１
１
月

２
８
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
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日本共産党演説会に
ご参加ください

日時 １１月１５日（水）午後７時～
場所 水戸市民会館大ホール
弁士 市田忠義参議院議員

大内くみ子県議会議員
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公
的
年
金
控
除
額
の
縮
小
に
よ
り

本
人
が
課
税
に
な
っ
た
１
１
４
２
人

と
、２
７
３
世
帯
が
影
響
す
る
。

自
民
・
公
明
両
党
が
年
金
増
税
の

法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
と
き
、日

本
共
産
党
は
、「
生
活
苦
が
拡
大
し

て
い
る
高
齢
者
に
対
し
て
、雪
だ
る
ま

式
に
痛
み
を
押
し
つ
け
る
も
の
」だ
と

批
判
し
断
固
反
対
し
ま
し
た
。

収
入
は
ま
っ
た
く
増
え
な
い
の
に
、

歳
の
高
齢
者
の
負
担
割
合
の
引
き

上
げ
、そ
し
て
、７
０
歳
以
上
の
療
養

病
床
入
院
患
者
の
食
費
・
居
住
費
の

負
担
増
な
ど
、
医
療
を
も
っ
と
も
必

要
と
す
る
高
齢
者
へ
の
情
け
容
赦
な

い
負
担
増
に
反
対
す
る
も
の
で
す
」と

述
べ
、き
っ
ぱ
り
反
対
し
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例（
現
役
並
み
所
得
の

あ
る
高
齢
者
の
窓
口
負
担
が
２
割

か
ら
３
割
り
に
な
る
）
…
共
産
党
議

員
の
み
反
対

◆
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条

２００６年１０月 民 主 大 宮 ＮＯ．１０３

第
３
回
定
例
議
会
は
９
月
５
日
か

ら
２
０
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
議
会
の
傍
聴
者
は
、
議
会

初
日
の
５
日
が
５
人
、７
日
が
２
人
、

一
般
質
問
の
１
３
日
が
２
０
人
、１
４

日
が
２
６
人
、最
終
日
の
２
０
日
が
１

人
で
常
任
委
員
会
の
傍
聴
者
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
議
会
は
決
算
の
審
査
が
お
こ
な

わ
れ
、
共
産
党
市
議
団
は
、
一
般
会

計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
介

護
保
険
特
別
会
計
、
上
水
道
事
業

会
計
に
反
対
し
ま
し
た
。

採
択

◆
常
陸
大
宮
市
山
方
小
学
校
正
門

市
道
の
道
路
拡
幅
改
修
の
陳
情
（
提

出
者
・
大
曽
根
さ
ん
ほ
か
１
７
名
…
全

会
一
致
）

◆
常
陸
大
宮
市
山
方
小
池
地
区
の

路
改
良
に
関
す
る
陳
情
（
提
出
者
・

小
森
さ
ん
ほ
か
７
名
…
全
会
一
致
）

不
採
択

◆
御
前
山
統
合
小
学
校
と
し
て
野

口
小
学
校
の
活
用
を
求
め
る
陳
情

提
出
者
・
石
川
さ
ん
ほ
か
３
名
…
共

産
党
の
金
子
・
堀
江
両
議
員
の
み
採

択
に
賛
成
）

◆
「
地
域
の
県
立
高
校
の
存
続
と
、

□
住
民
税
の
増
税
の
状
況

市
民
部
長

１
７
年
度
非
課
税
で

あ
っ
た
が
１
８
年
度
課
税
と
な
っ
た

人
は
１
１
４
２
人
、増
税
と
な
っ
た
人

は
２
０
０
４
人
。１
９
年
度
は
増
税
と

な
る
人
は
１
万
３
６
２
４
人
、今
ま
で

通
り
の
人
は
４
８
４
０
人
、減
税
と
な

る
人
は
２
３
０
人
。

住
民
税
総
額
の
比
較
は
十
八
年
度

で
約
１
億
２
０
０
万
円
の
増
、１
９
年

度
で
は
約
４
億
３
０
０
０
万
円
の
増

が
見
込
ま
れ
る
。

□
住
民
税
増
税
に
連
動
し
た
国
保

税
の
負
担
増

市
民
部
長

老
年
者
控
除
の
廃
止

で
は
影
響
は
な
い
。
公
的
年
金
控
除

額
の
縮
小
で
は
１
８
年
度
は
特
例
措

置
に
よ
り
影
響
は
な
い
が
、１
９
年
度

は
２
３
６
０
人
が
該
当
す
る
。

□
住
民
税
増
税
に
連
動
し
た
介
護

保
険
料
の
負
担
増

市
民
部
長

老
年
者
控
除
の
廃
止
・

３
０
人
以
下
学
級
実
現
で
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
を
求
め
る
意
見
書
提
出
」

に
関
す
る
陳
情
（
提
出
者
・
高
等
学

校
教
職
員
組
合
水
郡
支
部
長
…
共

産
党
の
金
子
・
堀
江
両
議
員
の
み
採

択
に
賛
成
）

◆
教
育
基
本
法
「
改
正
」
法
案
の
廃

案
を
求
め
る
陳
情
（
提
出
者
・
高
等

学
校
教
職
員
組
合
水
郡
支
部
長
…

共
産
党
の
金
子
・
堀
江
両
議
員
の
み

採
択
に
賛
成
）

継
続
審
査

◆
県
道
「
諸
沢
西
金
停
車
場
線
」
及

び

市
道
「
彦
沢
線
」の
道
路
改
修
に

関
す
る
請
願
（
提
出
者
・
木
村
労
さ

ん
ほ
か
１
６
９
名
、紹
介
議
員
・
堀
江

鶴
治
、
金
子
卓
、
木
村
久
美
子
、
高

村
和
郎
）
、
◆
常
陸
大
宮
市
田
子
内

町
市
道
６
９
５
１
号
線
道
路
改
良
に

関
す
る
請
願
（
提
出
者
・
第
１
２
区

長
ほ
か
２
８
名
、
紹
介
議
員
・
岡
崎

不
忘
）は
継
続
審
査
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
両
方
と
も
採
択
す
べ
き
で

請
願
で
す
。

高
齢
者
の
負
担
増
を
質
問

医
療
費
の
患
者
負
担

さ
ら
に
重
く

共
産
党
市
議
団
は
反
対

そ
の
他
の
一
般
質
問
項
目

■
助
役
２
人
制
に
つ
い
て
質
問
。ま
た
、

投
書
等
の
回
答
を
「
広
報
常
陸
大
宮
」

へ
掲
載
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

医
療
費
の
患
者
負
担
増
が
１
０
月

か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
医
療
費
負
担
増
の
条
例

改
定
が
さ
れ
ま
し
た
が
、共
産
党
議

員
団
は
、「
今
回
の
改
定
は
、６
月
に

自
民
・
公
明
両
党
が
強
行
成
立
さ
せ

た
医
療
制
度
改
革
関
連
二
法
案
に

よ
る
も
の
で
す
。こ
の
法
律
は
、
高
齢

者
の
患
者
へ
の
負
担
増
を
は
じ
め
、

国
民
に
さ
ら
な
る
痛
み
を
押
し
つ
け

る
医
療
改
悪
で
す
。７
０
歳
か
ら
７
４

選
挙
公
報
の
発
行

産
廃
問
題
を
質
問

現
在
で
県
内
３
０
市
の
な
か
で
議

会
議
員
選
挙
の
公
報
を
発
行
し
て
い

な
い
の
は
６
市
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。常

陸
太
田
市
で
は
今
回
の
市
議
選
で
選

挙
公
報
を
発
行
し
ま
し
た
。

金
子
議
員

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
選
挙
公
報
を
発
行
す
べ
き
と
、

市
長
、
選
挙
管
理
委
員
長
、
議
会
議

長
・
議
会
運
営
委
員
長
に
申
し
入
れ

た
が
、今
回
の
市
議
選
で
選
挙
公
報

を
発
行
し
な
か
っ
た
経
緯
の
説
明
と

選
挙
公
報
発
行
の
た
め
の
条
例
整

備
に
つ
い
て
、市
の
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

総
務
部
長

執
行
部
と
し
て
も
合

併
に
よ
り
地
域
が
拡
大
し
た
た
め
選

挙
公
報
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
ま
し

た
。
市
議
会
が
解
散
と
な
っ
た
た
め

整
備
が
間
に
あ
わ
な
か
っ
た
の
が
経

緯
で
す
。次
回
の
市
議
会
ま
で
に
は
、

議
会
あ
る
い
は
選
挙
管
理
委
員
会
の

意
向
を
確
認
・
協
議
を
し
た
な
か
で
、

条
例
を
整
備
す
る
方
向
で
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
部
長

県
と
し
て
も
両
市
の
意

見
を
尊
重
し
、
推
移
を
見
守
っ
て
い

る
状
況
と
の
こ
と
で
す
。エ
コ
ロ
ジ
ッ

ク
・
ジ
ャ
パ
ン
（
株
）は
、８
月
１
０
日

に
会
社
主
催
の
説
明
会
を
し
た
と
の

報
告
が
常
陸
太
田
市
の
担
当
か
ら

あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
常

陸
太
田
市
と
連
携
を
は
か
り
対
応

税
の
計
算
の
上
だ
け
所
得
が
増
え
た

こ
と
に
さ
れ
、
税
金
が
何
倍
に
も
増

え
て
し
ま
い
ま
す
。
計
算
上
の
所
得

や
住
民
税
額
が
増
え
れ
ば
、そ
れ
に

連
動
し
て
国
民
健
康
保
険
税
や
介

護
保
険
料
も
負
担
増
に
な
り
ま
す
。

金
子
議
員
は
、「
こ
れ
ら
の
負
担
増

は
高
齢
者
が
耐
え
ら
れ
る
限
度
を
は

る
か
に
超
え
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
の
べ
、
市
と
し
て

高
齢
者
大
増
税
の
凍
結
と
見
直
し

を
国
に
求
め
る
こ
と
、
急
激
な
増
税

と
な
る
世
帯
に
対
し
て
市
独
自
の
負

担
軽
減
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

(52)2422 金子卓議員

請
願
・
陳
情

市
独
自
の
負
担
軽
減
策
を

Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
施
設

※
３
つ
の
小
学
校
を
統
合
し
新

し
く
建
設
す
る
計
画
に
対
し
、
同

名
の
陳
情
が
御
前
山
地
域
の
有

権
者
の
半
数
の
１
７
９
９
名
の

署
名
を
添
え
て
市
長
と
教
育
長

に
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

条例改定

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
新
た

に
居
住
費
が
負
担
と
な
る
）
…
共
産

党
議
員
の
み
反
対

し
て
い
き
ま
す
。

事
前
協
議
の
ど
の
段
階
か
の
質
問

で
す
が
、事
業
計
画
者
が
地
元
説
明

会
を
開
催
し
、市
町
村
長
に
報
告
す

る
段
階
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
部
長

ま
だ
県
に
事
業
計
画

概
要
書
の
提
出
が
な
い
の
で
事
業
内

容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
最
終
処
分
場
を
計
画
し
て
い
る

（
株
）五
輪
開
発
の
最
近
の
動
向
で
す

が
、現
在
そ
の
よ
う
な
動
き
が
な
い
こ

と
を
県
に
確
認
し
て
い
ま
す
。

食
品
汚
泥
の
中
間
処
理
施
設
（
堆

肥
化
し
有
機
肥
料
と
し
て
販
売
す
る

施
設
）
計
画
で
す
が
、ア
サ
ヒ
農
園

（
株
）は
会
社
登
記
が
さ
れ
て
な
い
た

め
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
現
在
、
事
業
計
画
書

を
作
成
中
で
あ
り
、ま
だ
県
に
申
請

で
き
る
段
階
で
は
な
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。

東
野
地
区
の
産
廃
処
理
施
設

申込先
金子卓議員
（５２）２４２２

教育基本法
改悪の問題
点を鋭く追及

来
年
度
は

さ
ら
に
重
く


